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Pb(ZrxTi1-x)O3 (PZT)は組成相境界(MPB)において，菱面体晶と正方晶の界面に構造傾斜領域

(SGR)が導入され，分極回転が生じることで優れた圧電特性を示すと考えられている[1]．我々は

この MPB 組成の PZT に見られる特異な微細構造に着目し，例えばそれぞれ正方晶系及び斜方晶

系ペロブスカイト構造である BaTiO3 (BT)と KNbO3 (KN)をエピタキシャルに接合させることで，

その界面に SGRを導入したセラミックスの作製を試みてきた．界面での固溶を防ぐため，基板粒

子と前駆体粒子の混合圧粉体をソルボサーマル処理することでエピタキシャル界面の形成と成型

体の密度増加を同時に行うことのできる，ソルボサーマル固化法を考案し，実際に歪んだヘテロ

エピタキシャル界面を持つ KN/BTナノ複合セラミックスを作製した[2]．ここで作製された複合ナ

ノセラミックスは相対密度が 65％程度であり，誘電・圧電応用を考えるとより高密度な複合セラ

ミックスを作製する条件を探索する必要がある．そこで我々は，ソルボサーマル固化法を用いた

高密度ナノ複合セラミックスの作製に関して基礎的な知見を得るため，まずモデル材料として BT

のみについて取り扱うこととし，ソルボサーマル固化法による BT セラミックスの作製及び緻密

化を試みた．ルチル型の TiO2のナノ粉末に高分子バインダーを添加して，一軸加圧により前駆体

圧粉体を成形した．600°C でバインダー除去後，前駆体を

様々な濃度の水酸化バリウム溶液に浸漬し，オートクレー

ブ内に密閉して様々な条件下でソルボサーマル処理を行

った．溶液濃度 0.1 - 0.5 M，温度 230°C，保持時間 72 時

間とした際に得られたセラミックスの XRD パターンを

Fig. 1 に示す．溶液濃度を 0.2 M としたときに前駆体の

TiO2のピークは見られず，BT セラミックスが得られたこ

とが分かり，密度測定から，相対密度が 50.4%から 88.6%

へと増加したことが分かった．これは TiO2から BT に変

換される際，体積が約 2倍に増加することに起因しており，

以上のことから，TiO2 と Ba(OH)2 が反応し，生成された

BT が気孔を埋め，緻密なセラミックスが得られたと考え

られる．得られた BT セラミックスの電気特性は当日報告

する． 
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Fig. 1 XRD patterns of the samples 

before and after the solvothermal 

treatment in the 0.1 - 0.5M Ba(OH)2 

solutions. 
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